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令和３年８月以降に２回目の接種を終えた人の追加（３回目）接種のスケジュールなどをお知らせします。
年齢基準日は令和４年４月１日です。

追加（３回目）接種のスケジュールについて
新型コロナワクチン

２回目接種完了日 接種券発送予定日 予約開始日 備　考

令和３年
９月16日㈭～30日㈭ ２月24日㈭から順次 ３月８日㈫ 午前９時

から ――

※３月13日以前の日程についても、予約開始日に空き枠があり、２回目の接種から６か月以上経過していれ
ば予約が可能です。

※４月以降の予定については、国からの供給スケジュールが新たに示された場合、変更となる可能性があり
ます。最新情報は、市ホームページでお知らせします。

※２回目の接種日から６か月経過する日より予約を可能とするため、予約システムの仕様上、表示される２
回目の接種日が実際の接種日より２～３日前後している場合があります。ご了承ください。

【予約できる期間とワクチン】
予約期間追加日 新たに予約できるようになる期間 予約できるワクチン

３月１日㈫

午前９時
から

３月14日㈪～20日㈰ 武田／モデルナ社

３月21日(月・祝)～27日㈰ ファイザー社

３月８日㈫
３月28日㈪～４月３日㈰ 武田／モデルナ社

４月４日㈪～10日㈰ ファイザー社

３月15日㈫
４月11日㈪～17日㈰ 武田／モデルナ社

４月18日㈪～24日㈰ ファイザー社

３月22日㈫ ４月25日㈪～５月１日㈰ 武田／モデルナ社

65歳以上の人

詳しくは 詩新型コロナワクチン接種推進課☎786－1855

※国・県の設置する接種会場や職域接種など、他の会場で接種を希望する人で接種券が届いていない
場合は、担当課（☎786－1855）までご連絡ください。個別に送付します。

２回目接種完了日 接種券発送予定日 予約開始日 備　考

令和３年
８月１日㈰～13日㈮

発送済み

３月１日㈫

午前９時
から

――

令和３年
８月14日㈯～31日㈫ ３月３日㈭

接種券同封の案内より予約開
始日が前倒しになっており、
対象者には個別にはがきでお
知らせします。

令和３年
９月１日㈬～15日㈬ ２月25日㈮から順次 ３月８日㈫ 接種券同封の案内より予約開

始日が前倒しになっており、
接種券の券面に前倒し後の日
付けを記載しています。令和３年

９月16日㈭～30日㈭ ３月10日㈭から順次 ３月15日㈫

65歳未満の人

桶川市　もったいないバンク（追加接種用）登録申込書
氏名 住所

生年月日 　　　　 年　　 月　　 日 連絡先（電話番号）

２回目の接種日 令和　　 年　　 月　　 日 追加接種の予約日（該当者のみ） 令和　　 年　　 月　　 日

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - キリトリ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

①氏名　②住所　③生年月日　④連絡先（平日の日中に必ず連絡が取れる電話番号）
⑤２回目の接種日　⑥すでに追加接種の予約をしている人は、その予約日

【対象】２回目の接種を終えた18歳以上の市民
【登録方法】
①Ｅメールでの登録
市ホームページに掲載している申込書に必要事項を記入し
てメールに添付し、メールの件名を「もったいないバンク
登録」にして送信してください。
申込先のメールアドレス▶vaccine@city.okegawa.lg.jp

②郵送での登録
ページ下部の申込書、または、市ホームページや保健センター
窓口にある申込書に必要事項を記入し、郵送してください。
郵送時の送付先▶〒363－0024　鴨川一丁目４番１号
　　　　　　　　新型コロナワクチン接種推進課　宛て
③保健センター窓口での登録
ページ下部の申込書、または、市ホームページや保健セン
ター窓口にある申込書に、必要事項を記入し、持参してく
ださい。
窓口受付▶平日午前８時30分～午後５時15分
【登録申込み期限】
いずれの方法も４月30日㈯到着分まで
【登録に必要な事項】

【注意事項】
・ワクチンの種類は選べません。
・連絡時に不在の場合、すぐに次の人に
連絡しますので、折り返しの電話をい
ただいてもご案内できない可能性があ
ります。

・登録いただいても必ずご案内できると
は限りません。

・接種券が届いてない場合は、保健セン
ターで発行しますので、身分証明書、
１・２回目接種日が確認できる接種済
証などを窓口まで持参してください。

・すでにご自身で接種の予約をしている
場合は、その予約を必ずキャンセルし
てください。

言語・聴覚など
に障がいがある
人は、担当課に
ご相談ください。

接種までの流れ

「もったいないバンク（追加接種用）」の
登録を開始します 詳しくは 詩新型コロナワクチン接種推進課

　　　　　☎786－1855

　本市では、貴重なワクチンを無駄にしないための対策として、急な予約キャンセルなどに
より生じた余剰ワクチンで追加接種していただける人の事前の登録を始めます。

登録者リストに
掲載２ 登録順に

市から連絡３

余剰ワクチン発生

▲もったいない
　バンク

　　登録の申込み１

登録方法は３つ

E-mail

指定された
医療機関で接種

予診票

接種券

保険証

４

持
参
す
る
も
の
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桜スポット市内の
詳しくは 詩産業観光課☎788－4929
　　　　　観光協会　☎776－8590
　　　　　城山公園の桜は、城山公園管理
　　　　　事務所（☎786－5881）へ。

場　　　所 桜の種類 見　頃
石川川護岸（城山公園東側） 川田谷2839－11 河津桜 ２月上旬～３月下旬
普門寺のしだれ桜 川田谷6663 イトザクラ ３月下旬
城山公園の桜並木 川田谷2839－11

ソメイヨシノ
３月下旬～４月上旬

篠津の桜堤 赤堀2－49
子ども公園わんぱく村 坂田982－1
富士見ホタル親水公園 川田谷1767－1
駅西口公園 若宮1－5

勢
せい
至
し
堂
どう

上日出谷353
明星院 倉田150

弥
み
勒
ろく
院
いん

川田谷3394 しだれ桜
ソメイヨシノ

川田谷小学校周辺 川田谷4213 ウワミズザクラ
イヌザクラ ４月下旬

※詳しい市内の桜開花情報は、市ホームページに掲載します。
※開花時期は、天候などの条件により変動することがあります。

　

令
和
４
年
度
の
広
報
お
け
が
わ
裏
表
紙

有
料
広
告
枠
の
売
却
に
つ
い
て
、 

一
般
競

争
入
札
を
行
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
す
る

人
は
、
入
札
参
加
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
入
札
参
加
資
格
に
つ
い
て
は
、
入
札
説

明
書
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

広
告
掲
載
ペ
ー
ジ
▼
広
報
お
け
が
わ
裏

表
紙
下
部
（
左
図
参
照
）

※
裏
表
紙
は
カ
ラ
ー
（
４
色
刷
り
）
で
す
。

　

掲
載
期
間
▼
令
和
４
年
５
月
号
～
令
和

５
年
４
月
号
の
12
回
分

　

掲
載
サ
イ
ズ
▼
裏
表
紙
広
告
枠
縦
45
㎜

×
横
177
㎜

※
広
告
版
下
原
稿
（
電
子
デ
ー
タ
）
な
ど

の
作
成
は
、
広
告
主
の
負
担
で
す
。

※
掲
載
で
き
る
広
告
に

つ
い
て
の
詳
細
は
、
こ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
入
札
参
加
申
込
み
に
つ
い
て
》

　

入
札
申
込
書
の
配
布
お
よ
び
受
付
は
秘

書
広
報
課
で
行
い
ま
す
。

　

申
込
書
な
ど
の
配
布
・
提
出
▼
３
月
１

日
㈫
～
18
日
㈮
の
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
～
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
。）

 

申
込
書
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
（
３
月
１
日
㈫
か
ら
）。

《
入
札
に
つ
い
て
》

　
入
札
日
時
▼
４
月
４
日
㈪
午
前
10
時
か
ら

　
入
札
会
場
▼
市
役
所
3
階
相
談
室
312

　
入
札
方
法
▼
一
般
競
争
入
札

　
落
札
▼
市
の
予
定
価
格
以
上
の
金
額
で
、

か
つ
最
高
の
金
額
を
も
っ
て
有
効
な
入
札

を
し
た
者
と
し
ま
す
。

広
報
お
け
が
わ
に
掲
載
す
る「
広
告
」募
集

 

裏
表
紙
有
料
広
告
枠

詳
し
く
は
詩
秘
書
広
報
課

　

☎
788
―
４
９
０
１

入札

掲載規格・掲載料▶
縦45㎜×横87㎜ ➡１回あたり１万円
縦45㎜×横177㎜➡１回あたり２万円
※黒１色刷りで、掲載ページは指定

できません。

掲載規格・掲載料▶
縦60px×横150px➡月１万円

（掲載は月単位）

広告スペース
（カラー）▲有料広告枠

　について

随時
募集

対象検査▶PCR検査または抗原定量検査で、保険適用外の検査
対　　象▶・65歳以上の人
　　　　　・基礎疾患（慢性閉塞性肺疾患、慢性腎臓病、糖尿病、高血圧、心血管疾患）のある人
助成回数▶一人１回／年度

PCR検査などの費用を一部助成
申請は３月31日㈭までです 詳しくは 詩健康増進課☎786－1855

発熱などの症状がなく
本人の希望で受けた場合

助成額、市内実施
医療機関など詳細
はこちら

小児（５～11歳）の
ワクチン接種が始まります

詳しくは 詩新型コロナワクチン接種推進課☎786－1855

　国から示された２月９日㈬時点の情報をもとに、取り急ぎ準備を進めております。
　本市には、対象者約4,100人に対して1,600回分（800人×２回分）の小児用新型コロナワク
チンが３月までに供給されるため、まずは11歳の児童約580人の接種を優先して、以下のとお
り接種体制を整えています。
　最新の情報は、市のホームページを随時ご確認ください。

【注意事項】
※年齢基準日は、令和４年４月１日㈮です。
※接種に当たっては、保護者の同伴が必須となります。
※小児用のワクチンは、ファイザー社製ですが、大人用のものとは別のワクチンとなります。
※迅速かつ確実に２回接種していただくため、予約の際は１・２回目の両方を決めていただくことになり、
２回目の予約日は、１回目の予約日から３週間後の同時刻同会場となります。ご了承ください。

※１・２回目の接種は同一ワクチンの使用が望ましいため、令和４年４月１日㈮までに新たに12歳に
なる人は、誕生日後、すぐに接種券を送付しますので、大人用（12歳以上）のワクチンを予約して
ください。

※１回目接種と２回目接種の間に12歳になる人の取り扱いについては、国の方針が示され次第、市の
ホームページでお知らせする予定です。

１回目接種 ２回目接種 接種人数

第１グループ ３月９日㈬～15日㈫ ３月30日㈬～４月５日㈫ 400人

第２グループ ３月23日㈬～29日㈫ ４月13日㈬～19日㈫ 400人

３月
から

接種券発送▶３月１日㈫頃
予約開始日▶
　11歳………３月４日㈮午前９時
　それ以外…３月７日㈪午前９時
接種開始日▶３月９日㈬
予約方法▶
　①Web予約
　　※小児予約専用サイトを準備しています。
　②予約代行　３か所（保健センター、ベニバナ

ウォーク桶川、坂田コミュニティセンター）

　③コールセンター☎0120－400－750
　　（フリーダイヤル）
接種医療機関▶

※以降の体制は、国から４月以降のワクチン供
給予定が示され次第、お知らせします。

朝日内科歯科医院 桶川駅前こどもクリニック

栗原クリニック 豊 田 医 院

ベニバナファミリークリニック 渡 辺 医 院

市ホームページのバナー広告

広報中紙面有料広告
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足
立
遠
元
は
鎌
倉
時
代
初
期
の
武む
さ

蔵し
の

国く
に

　
鎌
倉
幕
府
を
支
え
た
13
人
の
家
臣
団
に

「
足
立
遠
元
」
と
い
う
人
物
が
お
り
、
大
河

ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
に

も
登
場
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
足
立
遠
元
が

桶
川
に
ゆ
か
り
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　
前
編
・
後
編
の
２
回
に
わ
た
り
、
足
立

遠
元
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
現
在
の
埼
玉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県

の
一
部
）
の
武
士
で
す
。
鎌
倉
幕
府
を
創

設
し
た
源
み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

の
御ご

家け

人に
ん

で
、
13
人
の

合
議
制
の
一
人
と
し
て
幕
府
の
重じ
ゅ
う

臣し
ん

と
な

り
ま
し
た
。
平
安
時
代
末
期
の
生
ま
れ
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
生
没
年
と
も
に
不
明

で
す
。

　
『
足あ

立だ
ち

氏し

系け
い

図ず

』
に
よ
る
と
遠
元
は
、

藤ふ
じ

原わ
ら

北ほ
っ

家け

の
家
系
で
、
父
は
藤ふ
じ

原わ
ら

遠と
お

兼か
ね

と

い
う
人
物
で
す
。
遠
兼
は
関
東
の
武む

蔵さ
し

国こ
く

府ふ

の
役
人
と
し
て
京
都
か
ら
下
向
し
た
官

人
で
、
在
地
の
有
力
官
人
で
あ
っ
た
秩ち
ち

父ぶ

氏し

の
流
れ
を
く
む
豊と

島し
ま

康や
す

家い
え

の
娘
と
結
婚

し
ま
し
た
。
そ
こ
に
生
ま
れ
た
の
が
遠
元

で
す
。
後
に
遠
元
は
、
豊
島
氏
を
と
お
し

て
足あ

立だ
ち

郡ぐ
ん

司じ

を
継
承
し
た
と
伝
わ
り
、
そ

の
職
に
因
ん
で
「
足
立
」
を
姓
と
し
「
足

立
遠
元
」
と
名
の
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
足

立
氏
の
始
ま
り
で
す
。
足
立
氏
は
、
父
祖

代
々
よ
り
足
立
郡
に
生
ま
れ
土
地
を
開
発

し
た
地
元
の
豪
族
で
は
な
く
、
関
東
に

下
っ
た
京
都
の
官
人
の
子
孫
が
武
蔵
武
士

と
し
て
土
着
し
た
家
系
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。

足
立
遠
元
と　
　
　
　

　
　

足
立
氏
に
つ
い
て

足
立
遠
元
の
館
が　
　

　
　

桶
川
に
あ
っ
た
？！

　

遠
元
と
桶
川
と
の
関
係
、
そ
れ
は
、
遠

元
の
館
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
地
が
こ
こ

桶
川
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
遠
元
が

治
め
て
い
た
足
立
郡
は
、
現
在
の
行
政
域

に
照
ら
す
と
、
鴻
巣
市
・
北
本
市
・
桶
川

市
・
伊
奈
町
・
上
尾
市
・
さ
い
た
ま
市
・

戸
田
市
・
蕨
市
・
川
口
市
・
草
加
市
・
東

京
都
足
立
区
に
わ
た
る
広
大
な
範
囲
で
し

た
。
こ
の
う
ち
遠
元
の
館
跡
と
伝
わ
る
場

所
は
４
か
所
あ
り
ま
す
。
１
か
所
は
さ
い

た
ま
市
西
区
内
で
、
残
り
の
３
か
所
が
桶

川
市
内
に
あ
り
ま
す
。

　

３
か
所
の
う
ち
一
つ
は
、
川
田
谷
の
三
ツ

木
城
跡
、
一
つ
は
神
明
１
丁
目
の
諏
訪
雷

電
神
社
東
側
付
近
、
も
う
一
つ
は
、
末
広

２
丁
目
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
付
近
で
す
。

た
だ
し
、
い
ず
れ
の
地
も
決
定
的
な
資
料

は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
伝

承
の
域
を
出
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

遠
元
の
館
跡
と
し
て
最
も
有
力
視
さ
れ

て
い
る
の
が
末
広
２
丁
目
の
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
あ
る
一
帯
。
か
つ
て
地
元
で

「
一
本
杉
」
と
呼
ば
れ
た
場
所
で
す
。
江

戸
時
代
の
文
化
・
文
政
期
に
江
戸
幕
府
が

編へ
ん

纂さ
ん

し
た
「
新し
ん

編ぺ
ん

武む

蔵さ
し

風ふ

土ど

記き

稿こ
う

」
の
桶

川
宿
の
項
に
も
、
遠
元
館
と
伝
わ
る
地
と

し
て
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
30
年
頃
ま
で
、
こ
こ
に
は
、
一
本

の
杉
の
老
木
が
そ
び
え
立
ち
、
幅
１
ｍ
前

後
の
水
堀
と
一
本
杉
の
東
南
方
向
に
深
さ

２
ｍ
の
堀
が
存
在
し
、
館
の
伝
承
地
の
面

影
を
偲
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
宅

地
化
な
ど
の
た
め
堀
は
埋
め
立
て
ら
れ
、

一
本
杉
も
切
り
倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
こ
の
一
本
杉
が
あ
っ
た
付
近
に

遠
元
館
跡
を
示
す
碑
が
建
て
ら
れ
、
古
の

伝
承
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
地
は
旧き
ゅ
う

跡せ
き

と
し
て
桶
川
市
指
定
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
幕
府
創
立
期
に
存
在
感
を
示
し
た

足
立
遠
元
と
足
立
氏
に
つ
い
て
は
、
在
地

勢
力
と
し
て
の
資
料
や
伝
承
が
極
め
て
少

な
く
、
そ
の
多
く
が
謎
に
包
ま
れ
て
い
る

の
が
現
実
で
す
。
有
力
御
家
人
に
も
関
わ

ら
ず
資
料
が
乏
し
い
の
は
、
東
国
武
士
団

の
中
で
も
異
例
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

限
ら
れ
た
情
報
の
中
で
も
遠
元
に
つ
い
て

は
公
の
場
で
の
記
載
が
多
く
、
時
の
権
力

者
た
ち
か
ら
厚
い
信
任
を
受
け
た
人
物
で

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
の
劇

中
で
も
、
俳
優
の
大
野
泰
広
さ
ん
演
じ
る

足
立
遠
元
が
登
場
し
ま
す
。
こ
の
謎
多
き

武
将
が
、
三
谷
幸
喜
さ
ん
の
脚
本
に
よ
っ

て
ど
の
よ
う
な
人
物
に
描
か
れ
る
の
か
も

楽
し
み
の
一
つ
で
す
ね
。

後
編
は
、広
報
お
け
が
わ
４
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

詳しくは 詩生涯学習文化財課☎788－4971
　　　　　歴史民俗資料館　☎786－4030

～実はこの人、鎌倉殿を支えた１３人の合議制の１人なんです～
足立遠元

あ も　とと　おだ　ち

桶川にゆかりの武蔵武士

前編

三ッ木城跡図

現在の三ッ木城跡

現在の諏訪雷電神社

一本杉（昭和中頃）遠元館跡を示す顕彰碑（総合福祉センター地内） 足立氏家紋

参
考
「
足
立
氏
系
図
」
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詳しくは 詩財政課☎788－4905
　平成28年度決算から「統一的な基準」に基づき、財務書類を作成し公表しています。なお、詳細
については市ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

令和２年度財務書類（一般会計）から見る市の財政状況

　１年間の資産形成に結びつかない行政サービスに係
る費用と、その行政サービスの直接対価として得られ
た使用料・手数料などの収益を対比させたものです。

　経常費用は292億円で、行政サービスの対価として
市民が負担した経常収益は13億円となり、純行政コ
ストは274億円となりました。

●②行政コスト計算書

経常費用 292億円
経常収益（使用料・手数料など） 13億円
純経常行政コスト 279億円
臨時損益 5億円
純行政コスト 274億円

　本年度純資産は、純行政コスト274億円に対し、財
源およびその他が286億円となり、前年度より12億
円の増加となりました。

　貸借対照表の純資産が１年間でどのように変動した
かを示したもので、今までの世代が負担した額の変動
を表したものです。

●③純資産変動計算書

前年度末純資産残高 339億円
本年度純資産変動額 12億円
純行政コスト △274億円
財源（税収など、国庫等補助金） 284億円
その他 2億円

本年度末純資産残高 351億円

　これまでは、各自治体が様々な基準に基づき財務書類を作
成していましたが、同じ基準でないため、自治体間の比較が
難しいなどの課題がありました。このため、平成26年度に
国から「統一的な基準」が示され全国の自治体に対し、この
基準に沿った財務書類を作成するよう求められています。

■「統一的な基準」とは？

人口75,174人（令和３年３月31日現在）

■市民一人あたりにするといくら？
資　　　産 ８５ 万円
負　　　債 ３８ 万円
純　資　産 ４７ 万円
行政コスト ３６ 万円

　１年間の資金の増減を、「業務活動収支」「投資活動
収支」「財務活動収支」の３区分にわけ、どのような活
動に資金が必要であったかを示しています。

　本年度資金収支額は９千万円のプラスであり、本年
度末現金預金残高は6.8億円となりました。

●④資金収支計算書

前年度末資金残高 5.3億円
本年度資金収支額 0.9億円
業務活動収支 16.5億円
投資活動収支 △18.0億円
財務活動収支 2.4億円

本年度末歳計外現金残高 0.6億円
本年度末現金預金残高 6.8億円

　貸借対照表は、基準日時点において桶川市が住民サービスを提供するために保有している財産（資産）と、その
資産をどのような財源（負債・純資産）で賄ってきたかを総括的に対照表示した一覧表です。たとえば、学校や道
路などの整備にいくらお金を使って、どれだけの資産が蓄えられたか、それらを整備するための負債がどれだけあ
るのかなどを明らかにするものです。

　資産は642億円あり、そのほとんどは学校、庁舎などの事業資産や道路、公園などのインフラ資産です。その資産は
これまでの世代が負担してきた純資産351億円と、将来世代が負担する地方債などの負債291億円を原資としています。

●①貸借対照表

資　産� 642億円　
内訳　有形固定資産など� 607億円
　　　（道路、公園、学校などの土地や建物）
　　　投資その他の資産� 16億円
　　　（基金、出資金、長期延滞債権など）
　　　流動資産� 19億円

負　債（将来世代が負担する金額）� 291億円

純資産（これまでの世代が負担した金額）� 351億円


